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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「Together」

（２ページへ続く）

限りなき道ロータリー バラ色の人生

〈第1650回〉 2019年10月15日（火） 本年度第13回 10月29日（火）

担当：佐藤会員

経済と地域社会の発展月間/米山月間

担当：佐藤会員

フリートークロータリアンが知っておくべき
基礎知識補足＋蛇足

昨日からノーベル賞の発表が始まりました。
２０１９年のノーベル賞発表は、１０月７日か
ら始まり、生理学医学賞、物理学賞、科学省、文学
賞、平和賞、経済学賞の各部門が順次発表されま
す。

日本人の受賞がどうなるか楽しみにしたいと思
います。
さて、ノーベル賞は１９０１年から授賞式が始
まり、今年で１１９回目の授賞式になります。

今年は２０人以上の受賞者を予定されているよ
うですが、昨年２０１８年までの受賞者は９０８
人で、上位１０カ国は以下の通りです。

昨年までの受賞者では、三分の一はアメリカ
が占めています。次いでイギリス、ドイツとなり、
日本は６番目となっています。

今年のノーベル賞は日本人が入るか期待した
いところです。

ౖᶋஉଢ଼கர୫ౖᶋஉଢ଼கர୫

１、 アメリカ　　　 ２７１人
２、 イギリス　　　８７人
３、 ドイツ　　　　８２人

　４、 フランス　　　５５人
　５、 スウエーデン　２９人
　６、 日本　　　　　２６人
　７、 ロシア　　　　２６人
　８、 イタリア　　　１９人
　９、 カナダ　　　　１９人
１０、 オランダ　　　１８人



秀 島 会 員 今週日曜日は釡石鵜住居でナミビ
アVSカナダを観戦後、パブリック
ビューイングで日本ＶＳスコットラ
ンドを観戦の予定ですが、台風が心
配です。

西 野 会 員 本日卓話担当です。
谷会員よろしくお願いします。

10月08日（火） 例会・コーラス練習　14：00～

09月15日（火） 例会

09月12日（土） 地区公共イメージ向上セミナー：
濃添エレクト出席

09月22日（火） 休会
09月26日（土） さつまいもＰＪ第5回

収穫・食育学習
くずはRC創立45周年記念記念
式典

09月29日（火） 日本語作文コンクール表彰式

幹事報告 副幹事：吉羽潤司　　　

私は、2018年7月1日から2019年6月30日まで
の年度の大阪鶴見ロータリークラブの決算書類の
会計監査を行いました。
監査の結果、同決算書類は当該年度の収支の状
況及び6月30日現在の財政状況を適正に表示して
おり、正確妥当である事を確認いたしました。

￥６，０００.-　　　　累計　￥32９，0００.-
    

会計監査：菊井康夫

2018-2019年度会計監査報告

日本語作文コンクール
上級　最優秀賞

アウン・ニェイン・タンッ氏
「成長そのものと私」

私が成長という言葉と再び出会ったのはとても最近
のことです。今年の四月のはじめごろ、私は受けた大
学に残念なことに落ちてしまったのです。高校まで負
けのない道を歩んできた自分にとって、それは大
ショックでした。親にも申し訳ないし、受験準備をいろ

いろたすけてくれた先生にも申し訳ないと思ったの
で、私はとても悲しんでいました。
その日、落ち込みながら、先生に不合格の知らせを
しました。すると、先生は「大丈夫、人はそうして成長
するもんだよ。」とおっしゃいました。その時からの私
はひさしぶりに聞いた成長という言葉の意味を深く考
える様になりました。
薄れた記憶の中から浮かんできたのは私が子供の
時、母の数年ぶりに会う友達が自分の息子をつれて、
家を訪ねて来た時のことでした。母は友達の息子を見
て「この子小さかったのに今は大分成長したねえ、大
人になったねえ。」と言いました。それを聞いていた子
供の私はこう思いました。「私も十年くらいで成長する
んだ。大人になるんだ。」と。でも、今はその十年後で
十八歳の私はまだまだ成長していません。自分を大
人だと思っていません。では、どうすれば私は成長す
るのでしょう。先生がおっしゃったことで人はそうして
成長するというのはどうするものなのかを考えていま
した。
先生の話によると私は不合格を経験して成長に一
歩近づいたということになります。不合格というのは
確かにつらいことです。私の人生を変える一方で、私
が今まで立てて来た将来の計画をも、すっかり消して
しまいました。それだけではなく、私を一年足踏みさ
せたもので卒業を一年遅らせたものです。もし、受
かったなら、出会える友達らと離れさせたもので、先
生達と会えるチャンスをも奪ったものです。ネガティ
ブに考えれば考えるほど切りがありません。
「その不合格の中で私を成長させたものは何だろ
う。その不合格の中のいいものは何だろう。」答えは
しばらく見つけられませんでした。でも時間が経つに
つれて差がはっきりしてきました。その時の差と今の
自分の差です。今の自分はその三ヵ月間ぐらい前の自
分より強いのです。負けたのをがっかりしていた、こわ
がっていたその時の自分より、現在の自分は負けがこ
わくありません。その差は成長というものだと私は信
じています。
その差は何かと出会うことではじまります。私が不
合格と出会ったから、その差ができました。強くなりま
した。十七歳で留学したから、もっと強くなりました。
初恋をして初告白で断られたからこそ強くなりまし
た。大好きなおじい死んでからも強くなりました。でも
強くなった理由は悪いことやつらいことだらけでした
が、本当はそれだけだとはかぎりません。
私は家族の中では末っ子で姉一人と兄二人がいま
す。家族全員が末っ子の私をいつも守ってくれて、何
でもたすけてくれます。だからこそ、私は強くなりまし
た。子供の時からいい友達、互いに助け合う、気を配
り合う友達にめぐまれていたことも私を強くさせまし
た。若い時から勉強を頑張ったことも私に信頼を与
え、強くさせました。
いいことや悪い事、うれしいことやつらいこと、楽し
ませることや悲しませることなどといった全部が人を
強くさせ、いわゆる成長をさせるものなのです。

～後略～



10月8日【1649回】

会員数　 　 　 　 31名

（内出席規定免除 12名）

出席会員   19名中  8名

出席免除会員  12名中  11名

出 席 率 19/30  63.33%

ビジター　　　　 1名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 20名

前々回  9/17  Ｍ/Ｕ 3名

修正出席率 88.00%

担当：水口会員

-卓  話-

大嘗祭とは?
講師：谷 康平会員

担当：西野会員

西暦紀元前660 年（＝皇紀元年）奈良橿原で即位
された（とされる）初代日本国天皇・神武帝から数え
て124人目126 代にあたる徳仁（なるひと）様が 去
る05月01日に新天皇陛下にご即位されました。

そして来る11月14日夜から翌日未明にかけて 新
天皇が収穫されたばかりの穀物を神々にお供えして 
我が国と民草の安寧と五穀豊穣を祈る即位後初の
新嘗祭＝大嘗祭（天皇陛下一代に一度だけの最重要
儀式）が皇居東御苑の本丸地区に建設されている木
造の祭殿である大嘗宮で執り行われます。

去る 09 月 10 日 皇居を遠く離れた徳島県吉野川
市山川町の山崎忌部神社で その大嘗祭で神々に捧
げる麻織物【あらたえ】の織り初め式が開かれたと報
道されていました。

あらたえは 10 月中に出来上がり皇居に届けられ
ます。
又使用される麻糸は 同県美馬市木屋平の NPO 法
人が 許可を得て 04 月に種を播いて栽培した大麻の
繊維から糸車で約1ヶ月かけて紡いだものです。

あらたえの調達は 旧くは奈良の吉野で南朝を建て
た後醍醐帝以来 阿波忌部氏の末裔である木屋平の
三木家にひっそりと受け継がれているのです。

現当主の三木さんも 彼のお父さんも 普段はサラ
リーマンや教員をしているのですが天皇陛下がお隠
れになると あらたえ造りに勤しむ事になります。

そしてそのあらたえが陛下に献上されて 更に陛下
から神々にお供えして大嘗祭を開催しないと 新天皇
は正式に認められないのです。

ところで 11 月になると日本のマスメディアは「古く
からの伝統に則った日本の伝統行事」とでも 又騒ぎ
立てる事でしょう。

しかし即位の礼も 現在のような大掛かりな大嘗祭
も 実は明治期に急拵えで作られた部分もあり 又大
半の宮中儀式は 明治クーデタと呼んでもよいあの混
乱期に 薩摩や長州の下級武士が急いで考え出したも
ので 思われているほど権威も歴史も無いと 白洲正子
さんは言っています。

有名な白洲次郎氏の嫁であった白洲正子さんは 文
藝春秋誌に掲載された小文  【小泉信三氏への手紙】
で第 125 代日本国天皇であった現上皇陛下のご成
婚時に 民間出身の正田美智子さん（現上皇妃）に対
して
「批判等気にしてはいけない。貴女は紛れもなく庶
民であり庶民の代表として嫁ぐのだ。庶民が味方だ。
迎合してはならない。」
と寄稿しています。

そんな事を白洲正子さんがハッキリと言えたのも 
彼女自身が戊辰戦争で勲功のあった薩摩藩士・樺山
資紀伯爵の孫であり 彼等が明治以降の天皇制を作
り上げたとの自負があったからと思われます。

彼女のような説得力溢れる正論を言える人物がい
なくなり 下らない家柄自慢が蔓延り政治も世襲され
ている不幸な日本は どこに向かって漂流しているの
でしょうか ?




